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ひとりひとりの輝く明日へ

「障碍者」へ。

都市センターホテル「コスモスホールⅡ」
2月20日（土）13:00～17:002010年

●定員：300名　●参加費：無料
●申込方法：

特定非営利
活  動  法  人地域精神保健福祉機構

COmmunity Mental Health & Welfare Bonding Organization“COMHBO”

通称
コンボ

〒272-0031 千葉県市川市平田 3-5-1 トノックスビル 2F
Tel.047-320-3870  /  Fax.047-320-3871  http: //comhbo.net
NPOコンボ 検　索

【プログラム】　※詳細は裏面をご覧ください
 12:30 受付開始
 13:00 リリー賞表彰式＆受賞者の活動紹介
 14:30 シンポジウム「障害者」から「障碍者」へ。さらに…
　　　　●「精神障害」関係者こそ、呼称と表記にこだわろう
　　　　●「精神障害者」「当事者」「コンシューマー」
　　　　●「碍」の字と改定常用漢字表試案
　　　　●呼称と表記の変更は精神医学をどう変えるか？
 17:00 終了

主催：NPO法人地域精神保健福祉機構
後援：障害者施策推進本部、厚生労働省
　　　社団法人日本精神保健福祉連盟
　　　健康日本21推進フォーラム
協賛：日本イーライリリー株式会社 

往復ハガキでコンボまでお申し込みください。（締
切2月5日）。返信用ハガキに参加券を印刷しますの
で、送付先の住所・氏名をご記入ください。先着順で
参加券をお送りします。当日ご持参ください。

＆リリー賞表彰式
（精神障害者自立支援活動賞）

「こころの元気+」セミナー



　NPO 法人地域精神保健福祉機構（コンボ）では、「精神障害者へのアンチスティグマ研究会」が、2004（平成
16）年から行ってきた「精神障害者自立支援活動賞（リリー賞）」をリカバリーとアンチスティグマの活動を全国に
広げるために引き継ぎました。コンボとしては初めての取り組みですが、全国からたくさんの応募をいただきました。
この中から2組の個人・グループを選ぶのはたいへんでしたが、ぜひ多くの方に知ってほしいすばらしい活動が選ば
れました。皆さまに活動を紹介し、選ばれた方々に表彰状を贈呈する会を開催するのに併せてシンポジウムを開催す
ることとしました。
　シンポジウムのテーマは、「精神障害者」の呼称と表記です。これは精神障害者のリカバリーとアンチスティグマ
に大きな影響を与える問題です。
　今、「障害者」の呼称・表記が初めて大きな議論になろうとしています。呼称・表記をどうすべきか？　呼称・表
記が変わると何が起きるのかを考えるシンポジウムです。

12:30　 受付開始
13:00 　リリー賞表彰式＆受賞者の活動紹介
　　　　　  ■ プレゼンテーター：萩原流行（俳優）
14:30 　シンポジウム「障害者」から「障碍者」へ。さらに…
　　　　　　■ 豊田徳治郎（芦屋家族会会長）

　　　　　　　 「精神障害」関係者こそ、呼称と表記にこだわろう

　　　　　　■ 増川ねてる信浩（WRAPファシリテーター）

　　　　　　　 「精神障害者」「当事者」「コンシューマー」　～呼称をめぐる当事者アンケートから～　

　　　　　　■ 當山日出夫（立命館大学衣笠総合研究機構客員研究員）

　　　　　　　 「碍」の字と改定常用漢字表試案　　

　　　　　　■ 佐藤光源（東北福祉大学大学院教授、元・日本精神神経学会理事長）

　　　　　　 　呼称と表記の変更は精神医学をどう変えるか？　～統合失調症への呼称変更の経験から～　

　　　　　　■ 司会；高橋清久（精神･神経科学振興財団理事長、藍野大学学長）

17:00 　終了

● 伊藤順一郎（コンボ共同代表／国立精神･神経センター精神保健研究所）
● 宇田川健（コンボ共同代表）　
● 大島巌（コンボ代表理事／日本社会事業大学教授）　
● 佐藤光源（東北福祉大学教授）　
● 澤田優美子（リリー賞第1回受賞者）
● 高橋清久（財団法人精神･神経科学振興財団理事長／藍野大学学長）　
● 寺谷隆子（山梨県立大学教授／日本社会事業大学客員教授）
● 萩原流行（俳優）
● 藤野英明（横須賀市議会・議員）　

【リリー賞選考委員会】

【プログラム】

〒102-0093 東京都千代田区平河町2-4-1
TEL 03（3265）8211/ FAX 03（3262）1705
地下鉄有楽町線「麹町」駅半蔵門方面1番出口より徒歩4分
有楽町線・半蔵門線「永田町」駅9ｂ番出口より徒歩3分

都市センターホテル
「コスモスホールⅡ」

鳩山由紀夫首相は、先の臨時国会での施政方針演説で、「チャレンジド」という呼称を使いました。12月11日の中央障害者施策
推進協議会では、「障害者」より「チャレンジド」の方が望ましいとした上で「新政権で考えなければならない」と述べ、呼称変
更を前向きに検討する意向を表明しています。12月15日の障がい者制度改革推進本部の会合では、「推進本部の『障がい』の害
はひらがなで、このこと自体意味がある」と述べています。
民主党政権で、「障害者」の呼称が変更されることが確実になっています。
一方、本来の「障碍者」という表記を普及させようという動きや、常用漢字表に「碍」の字を追加し「障碍者」という表記ができ
るようにしようという団体もあります。

往復ハガキでコンボまでお申し込み
ください（締切2月5日）。返信用ハガ
キに参加券を印刷しますので、送付
先の住所・氏名をご記入ください。先
着順で参加券をお送りします。当日
ご持参ください。

申込方法


